
総合討論会における特許関連証明書依頼について 

総合討論会での発表公開内容を特許出願する際、 
発明の新規性喪失の例外規定の適⽤を受けられる⽅へ 
 

わが国の特許制度においては、特許出願より前に公開された発明は原則として特許を受けることはできませ
ん。しかし、特許法では、特定の条件の下で発明を⾃ら公開し、その後、６ヶ⽉以内に特許出願し、それから
30 ⽇以内にその発表公開を証明する書⾯を提出した場合には、先の⾃らの公開によってその発明の新規性
が喪失しないものとして取り扱う規定、すなわち発明の新規性喪失の例外規定(特許法第 30 条)が設けられ
ています。 

⽇本質量分析学会は、特許庁⻑官の指定を受けた学術団体ですので、研究集会が開催されるにあたり、
発明が記載された予稿集が発表公開に先⽴って発⾏され、その後に、学会において⽂書をもって発表した場
合には、「証明する書⾯」として予稿集に発表したことについて証明する書⾯を提出すれば、上記例外規定の
適⽤を受けることができます。 

平成 30 年の法改正に対応した発明の新規性喪失の例外規定の適⽤を受けるための⼿続の詳細につい
ては、以下を参考にしてください。 
 
特許庁 HP > 制度・⼿続 > 法令・基準 > 基準・便覧・ガイドライン > 発明の新規性喪失の例外規定
の適⽤を受けるための⼿続について 
https://www.jpo.go.jp/system/laws/rule/guideline/patent/hatumei_reigai.html 
 
「平成 30 年改正法対応・発明の新規性喪失の例外規定の適⽤を受けるための出願⼈の⼿引き」
（PDF︓731KB） 
https://www.jpo.go.jp/system/laws/rule/guideline/patent/document/hatumei_reigai/
h30_tebiki.pdf 
 
「平成 30 年改正法対応・発明の新規性喪失の例外規定についての Q&A 集」（PDF︓666KB） 
https://www.jpo.go.jp/system/laws/rule/guideline/patent/document/hatumei_reigai/
h30_qanda.pdf 
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